
JAPAN COAST GUARD

令和６年海難発生状況(速報値)

第十一管区海上保安本部
交通安全対策課



運航不能

33 隻,38%

乗揚 21 隻,24%

衝突 14 隻,16%

火災 6 隻,7%

浸水 4 隻,5%

転覆 4 隻,5%

単独衝突 1 隻,1% その他 3 隻,3%
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プレジャーボート 漁船 遊漁船

貨物船 作業船 旅客船

タンカー その他 死者・行方不明者
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運航不能 乗揚 衝突 単独衝突 転覆 浸水 火災 爆発 その他

令和6年船舶事故発生状況

• 令和6年の船舶事故隻数は86隻であり、令和5年より15隻増加し、死者・行方不明者は1人で令和5年より7人減少した。

• 船舶事故種類別では運航不能が最も多く、全体の約4割となっている。

• プレジャーボート、漁船、遊漁船などの20トン未満の小型船舶の事故が全体の８割以上となっている。

• 漁船の事故は32隻であり、令和5年より13隻増加し、過去５年間で最も多くなった。

※プレジャーボートとは、モーターボート（ミニボート）、水上オートバ
イ、カヌー、クルーザーヨット、クルーザーボートをいいます。

船舶事故発生状況(R2～R6(速報値))

船舶事故種類別発生状況（R6(速報値)）船舶事故発生状況（R2～R6 (速報値) ）

86隻
※機関故障、無人漂流、
操船技能不足、推進器障害 等

漁船事故発生状況（R2~R6(速報値)）

単位:隻
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スノーケリング中, 42人, 38%

遊泳中,

22人, 20%

ダイビング中,18人, 16%

トーイング遊具中, 7人, 6%

SUP中, 5人, 5%

磯遊び中, 5人, 5%

サーフィン中, 3人, 3%

釣り中, 2人, 2% その他, 5人, 5%

着用, 23人, 25%

非着用, 68人, 75%
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令和6年人身事故発生状況

・令和6年の人身事故者数は184人であり、令和5年より11人増加し、うち死者・行方不明者は53人で14人減少した。

・令和6年のマリンレジャーに伴う人身事故者数は109人であり、令和5年より16人増加し、うち死者・行方不明者は26人で2人減少した。

・令和6年のマリンレジャーに伴う人身事故のうち、活動別ではスノーケリング中、遊泳中で約６割を占め、死者・行方不明者（ダイビング

中を除く）の約９割がライフジャケット非着用であった。

人身事故発生状況（R1～R6(速報値)）

人身事故発生状況(R2～R6(速報値))

【活動別】マリンレジャーに伴う人身事故 R6(速報値)）

109人

■死者・行方不明者

マリンレジャーに伴う人身事故（ダイビング中を除く）の
ライフジャケット着用割合（R6(速報値)）
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マリンレジャーに伴う人身事故 マリンレジャー以外の人身事故

船舶事故によらない乗船者の事故 死者・行方不明者

91人

単位:人

■死者・行方不明者
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10歳未満, 5人, 4%

10歳代,11人, 10%

20歳代,28人, 26%

30歳代,17人, 16%
40歳代,14人, 13%

50歳代,12人, 11%

60歳以上, 20人, 18%

不明, 2人, 2%
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スノーケリング中, 

11人, 46%

遊泳中, 

6人, 25%

ダイビング中,

5人, 21%

その他,

2人, 8%

令和6年マリンレジャーに伴う人身事故発生状況

• 観光客による事故が最も多く全体の約７割であり、うち外国人観光客の事故は24人と令和5年から6倍の増加となった。

• 死者・行方不明者26人のうち、50歳以上の中高年が約６割を占めた。

• 外国人観光客による事故の活動別では、スノーケリング中、遊泳中、ダイビング中の順であった。

• 外国人観光客による死者7人中6人がスノーケリング中の事故で、うち5人が救命胴衣非着用かつ自然海岸での事故であった。

マリンレジャーに伴う人身事故発生状況(R6(速報値))

24人

【活動別】外国人観光客（R6(速報値)）

【居住地別】マリンレジャーに伴う人身事故（R6(速報値)）

観光客,75人, 69%

県民,28人, 26%

県内在住外国人, 6人, 5%
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【年代別】マリンレジャーに伴う人身事故（R6(速報値)）

109人

■死者・行方不明者

【国籍別】外国人観光客（R3～R6(速報値))
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単位:人

死者・行方不明者

■死者・行方不明者



過去１０年間におけるマリンレジャーに伴う人身事故多発箇所

（単位：人）

事故多発箇所

アポガマ(ﾏｰﾒｰﾄﾞｸﾞﾛｯﾄﾞ) 20 (7) 

真栄田岬(青の洞窟) 32 (12) 

砂辺周辺 33 (5) 

ナガンヌ島(ﾁｰﾋﾞｼ) 16 (1) 

大度浜海岸(ｼﾞｮﾝ万ﾋﾞｰﾁ) 22 (5) 

水納島 8 (3) 

ﾄｰﾄｰﾒｰ石(ｺﾞﾘﾗﾁｮｯﾌﾟ) 11 (4) 

備瀬崎 17 (3) 

東江海岸 10 (1) 

伊計島 25 (4) 

新城海岸 19 (7) 

ｲﾑｷﾞｬｰﾏﾘﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ 15 (0) 

シギラビーチ 15 (7) 

与那覇前浜ビーチ 15 (2) 

中の島海岸(ｶﾔｯﾌｧ) 13 (7) 

川平石崎 12 (5) 

米原ビーチ・吉原ビーチ 25 (10) 

事故者（うち死者・行方不明者）

【沖縄本島】

【宮古島】

【石垣島】



＜令和６年の事故発生状況等を踏まえた取組み＞

〇 日本人観光客を中心に行ってきた安全対策を、多言語化するなどして、

外国人観光客にも拡大し安全対策を推進

〇 事故多発マップ等を活用し、事故多発箇所での効果的な安全対策を推進

＜継続中の取組み＞

〇 ライフジャケット着用の推進

〇 沖縄県警察や自治体の観光部門等の関係機関との連携

〇 観光客が多く集まる空港、宿泊施設等の場所での海難防止活動

〇 航空機、レンタカー企業等の協力を得た事故防止の呼びかけ

〇 事故が多く発生している場所における安全対策

マリンレジャーに伴う人身事故に対する安全対策


